
 

GAMMA 10/PDX 端部でのカロリーメータを用いた熱流束の計測 

Measurement of heat flux from plasma flow by using calorimeter in the 

GAMMA 10/PDX end-cell 
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タンデムミラー型プラズマ閉じ込め装置

GAMMA 10/PDXでは、主閉じ込め領域から磁力線

に沿って端損失したプラズマの熱流束をカロリー

メータを用いて測定している[1]。特に、ECHを印

加して生成した、ELMを模擬したパルス的な高熱

流束の評価を行っている。これまでの測定で、ECH

を印加した場合の熱流束はECHパワー380kWのと

き約22 MW/m2 に達していることが判った。 

端部での熱流束はGAMMA 10/PDXにおいてダ

イバータ模擬実験を行う際に熱負荷の低減を考察

するために参照されるため、正確な熱流束の測定

が求められている。 

GAMMA 10/PDX端部でのカロリーメータ(図1)

を用いた熱流束の測定は、銅製の基板の温度上昇

を熱電対で測定して流入した熱量を求め、基板の

受熱部分の面積とプラズマ照射時間を考慮するこ

とにより、熱流束を算出している。従って、熱拡

散時間を低減しない限り、時間応答性が良くない

ことが欠点として挙げられる。 

 

 
 

図1 :現在使用しているカロリーメータ 

 

時間応答性の改善のため、熱電対を基板の受熱

部分の近傍に二つ取り付けたカロリーメータを作

成した[2]。このカロリーメータは、受熱部からの

深さが1.5 mm と3.5 mm 熱電対の温度変化の信号

から、温度勾配を求めて熱流を評価している。原

理上、温度勾配は近似的に求められるため、その

近似の精度によって応答時間が求められる。 本発

表では、ECHを印加して生成した高熱流束の測定

結果と新たに作成したカロリーメータの特性の評

価について述べる。 

 

 
 

図2 :新たに作成したカロリーメータの模式図 
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